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                          2011 年８月 25 日 

 

和紙文化研究会会員 各位 

 

              和紙文化研究会   〒110-8714 

             東京都台東区上野公園 12－８東京藝術大学大学院   

             美術研究科 文化財保存科学専攻保存科学気付 

             Tel  050−5525−2285  Fax  03−5685−7780 

                    文書発信 日野楠雄（例会担当） 

 

 

       第 244 回  和紙文化研究会  9 月例会のお知らせ 

 

◆９月例会 

 ７月の例会案内でお伝えしましたように、久米前代表の講義終了に伴い、原

典購読の時間など時間配分を含め例会全体の構成について検討中ですので構成

が決定するまでは例会が変則的になるかと思いますのでご了承下さい。 

  

日 時：９月 17 日（土） 

会 場：小津和紙本社ビル ６階会議室 

    13 時 30 分〜14：45 会員発表 森木佳世子会員 

 「極北、氷雪の世界に息づく日本の版画技術と和紙」   

  本年 1 月 21 日（金）～3 月 15 日（火）までカナダ文明博物館の企画展とし

て、カナダ大使館高円宮記念ギャラリーで「旅する版画：イヌイットの版画の

はじまりと日本」が開催されました。日本国内ではこれまでイヌイットの版画

展が大阪や北海道などでは企画されましたが、大々的に東京で催されるのはじ

めてで、様々なメディアで紹介されたことから、非常に多くの入場者を迎えま

した。そのほとんどは、イヌイットの版画や芸術作品に初めて触れる人々で、

多くの人が、イヌイットの芸術表現とこの展覧会に深い感銘を受けていました。  

  実はこの版画と日本の関わりは深く、その関係性を「紙」という視点で森木

会員に紐解いていただきます。発表は前述のカナダ大使館での展示概要の紹介、

極北への和紙の流通経路、そして版画に使用されている紙の種類などを、国立
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民族学博物館研究部での発表を通して語っていただきます。  

 同展覧会で流されたビデオの上映と額装した原物４点の展示も予定していま

すので、ご期待下さい。 

 〈 ビデオは 20 分、プロジエクター、パソ コン使用、原物展示 〉  

    14：45〜15：00  休憩 

    15：00〜16：00 緊急報告 櫛笥節男会員  

 「東日本大震災で被災した過去帳の修理」  

 ５月に宮城県沿岸部で被災した寺から、津波に流され、回収できた２冊の過

去帳の修理依頼があった。当初、水害や火災によって大量に被災した史料の応

急処置や修理は、豊富な経験を蓄積している機関が多くあり、そのようなとこ

ろに任せた方が良いのではないかと考えた。 

 しかし、海水に浸かった紙資料はカビが生えないということを聞いており、

一度どのような状態なのか見ておきたい思いもあり、その過去帳を実見したと

ころ、自分が経験した修理方法で 100 パーセントとは行かないものの、高い確

率で旧の状態に戻すことが可能であること、そして数量も尐ないこともあり引

き受けることにした。 

 培ってきた経験を基に工夫を重ね修理を行ない、依頼者に喜ばれたことは修

理する者にとってうれしいことである。 

 そこで、この方法を紹介し、皆様からのご批判を頂きこれからの修理に生か

していきたい。 

〈 プロジエクター、パソ コン使用、原物（白紙部分）観覧 〉 

17：00〜17：20 原典購読についての意見交換。 

    17：20〜17：45 講演会について（8 月 20 日の報告）  

    17：45〜    事務連絡・会場片付け 17 時までに退出・散会。 

◇「日常の和紙の使い方」（仮称）の試験ケース②はこの度「緊急報告」が入っ

たため 10 月になります。 

※例会構成や時間配分などを含めどんな些細なことでもかまいませんので、ご

意見・ご質問・お問い合せが ありましたら、〒・電話・Mail・直接など日野

までお知らせ下さい。 

 

◆名簿の訂正について 

６月の例会案内と同封しました「会員名簿」第一面について大幅な訂正があり
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ますので別紙添付いたします。 

37 白井麻美さん 所属に「昭和女子大学大学院生活機構研究科生活文化研究専

攻」を追加 

 

◆年会費について 

６月にお知らせしました今年度の会費徴収状況は、賛助会員は 25 団体中７団体

がまだです。個人会員は 75 人中 26 人がまだです。９月末日が締切となってお

りますので、お早めにご入金下さい。 

 

◆久米名誉会長の講話終了後の例会について 

 ７月の例会案内でご連絡しましたが、久米先生の講話終了に伴い、現在「例

会の構成と時間配分について」検討を始めております。 

 時間配分は以下のようでしたが、それを① このまま、②全体を再編、③部分

再考かが考えられます。 

 A） 13：30〜14：30 原典購読 

 B） 14：40〜16：00 例会発表 

 C） 16：00〜17：00 連絡・報告など  

A）の文献（原文）購読の内容と方式については、白戸会員から提案された案（別

紙１）をもとに話合いました。 12 人の方々に順番に発言してもらった結果は、 

・白戸会員案の「ワーキングブループを立ち上げる」という意見に賛成が５名。 

・内容やレベルは別にして、誰かに久米先生の講話方式のようにしてもらうと

いうのが３名。 

・新しい会員が増えてきたことも考え、過去に久米先生が講義した内容を輪番

制で再読し、久米先生や他各 分野の先生方にコメントをいただく。 

・原典（原文）よりも活字化されたものを土台としてほしい。 

・これまで読んできたものを再度確認して考えてみる。（以下書名等のみ列記） 

「放馬灘紙」（文物）「延喜式」「和漢紙文献類聚」「紙漉大鑑」「紙漉重宝記」「新

選紙鑑」「諸国紙名録」「貿易備考」「パークス日本紙調査報告」「J・J ライン和

紙論」「明治十年内国博」「紙譜」（文房四譜）「紙説」（朴学斎叢刊）「製紙」（天

工開物）「日本・韓国・中国への製紙行脚」「雲南省尐数民族手工造紙」「造紙史

周辺」「銭存訓の中国紙論」「中国伝統手工紙事典」「正倉院文書」 

和紙の製法（49 回） 
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「延喜式  巻十三図書寮」「農業全書」「異邦珍事誌」「紙漉大鑑」「紙漉重宝記」

「万宝鄙事記」「雲箋小譜」「楮木製作方紙漉立方の法」「江戸参府紀行」「紙漉

必要」「厚生新編」「西洋緜紙抄紙法」「越前紙漉図説」「岐阜県下造紙乃説」「四

国産楮紙乃説」「博覧会見聞録・巻乃十一」「米国博覧会報告書日本出品解説」「鷲

子紙百帖紙」（江戸明治手漉紙製造工程図録」「書式の美ー懐紙・短冊ー」（明治

十年勧業博覧会出品解説・抄録）「広益・農工全書」「類聚壱万伝授」「農業全書」

「製紙論」（日本農業新聞）「和紙製造法」「島根県鹿足郡製紙伝習所文献」「ウ

ィーン万国博覧会出品目録」「日本製紙論」「本邦製紙業管見」「紙の歴史」「造

紙法の西伝」 

 ９月の例会はこれらを参考に別な方々に意見をお尋ねします。 

 

②か③として時間配分を変えてみる方法で２つの案提案があります。その中で

水木会員案を試験的に行なってみることになりました。 

 

◇「日常の和紙の使い方」（仮称）の試験ケース①について  

 水木会員の発案で試験的に始まりました「日常の和紙の使い方」ですが、日

頃、仕事・私事に関わらず和紙に関連する作業や興味を 20〜30 分話していただ

くということです。素材は身近にあるわけですから研究発表とは違って準備に

もあまり負担がかからないと考えられます。和紙研会員は様々な業種の方々が

いるので、自分とは異なる使い方や考え方が多々あると考えられます。それを

知ることによって会員それぞれが知識を増やし、また和紙をこれまでとは違っ

た視点で捉えることができ、会員相互の新たなコミュニケーションが生まれた

り、和紙普及の広がりにつながるのではないかということが水木会員の考えで

す。 

 

 まず、トップバッターとして７月例会で浅沼会員に発表していただきました。 

 浅沼さんは、アトリエスズキに所属しており、主に洋本修理に携わっており

ます。今回は洋本修理の中での和紙の利用について、プロジェクターを使い修

理段階を映像で示しながらわかりやすく説明してくれました。 

洋本修理のことをわからない私などは、“洋本になぜ和紙なのか”“洋本には洋

紙でないのか”という疑問が先立ちましたが、特にイタリアのフィレンツェで

1966 年に起きた大洪水でたくさんの書籍類も被害を受け、その際の復元にあた
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って和紙が重要な役割を果たし、その優秀性が証明された後は和紙は洋本修理

の必須素材の一つになっているということで納得しました。 

その理由は、①強さと耐久性、②柔軟性、③厚みの幅の広さ（薄いものから厚

いもの）などが上がり、適材適所様々な部分に使われていました。和紙の種類

は多くは楮紙で三椏紙なども使用。整本専門用語のクータ・ヒンジ・花ぎれ・

背貼り・ジョイントなど聞き慣れない言葉も出ましたが、浅沼さんの細かい説

明で理解ができました。 

 いつの頃から洋本修理に和紙が使われたのかわかりませんが、原物の素材が

異なっていても、そのものの耐久性を保持するために使われている点は、書籍

類だけに限らないのではないかとその広がりを感じました。また、洋本修理を

知らない方々にとっては新たな発見もあったのではないかと、この試験発表か

ら得る所は小さくなかったと思います。ただ、皆さんにわかりやすく紹介する

ための写真整理には時間がかかったようで課題が残りました。 

洋本修理についてもっと詳しく知りたい方は、アトリエスズキの HP を参照し

て下さい。 

 

試験ケース②③と 10 月と 11 月にも予定しております。 

 

◇もう一つは私の案ですが、同じテーマで、ある一定期間（例：３回や半年）

講義したり討議したりできないでしょうか。例えば「和紙とは何か」など和紙

研で普通に使っている「和紙」という言葉は、実はそれぞれが異なった認識や

見解を持っています。それについて考えを出し合い、できれば互いの考えを共

有したり、和紙研の一定見解を導けたらどうかと考えます。和紙文化研究会や

和紙研と「和紙」という言葉を高々と掲げてるわけですから、一度時間をかけ

て話合ってみたらどうでしょう。和紙に限らず色々とテーマは考えられます。 


